
　

２
０
１
８
年
新
春
ギ
ャ
ラ

　

２
０
１
８
年
新
春
ギ
ャ
ラ

リ
ー
展
が
１
月

リ
ー
展
が
１
月
1717
日
か
ら

日
か
ら
2222

日
ま
で
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン

日
ま
で
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
る
。

タ
ー
で
開
か
れ
る
。

　

鎌
倉
美
術
家
協
会
（
峯
尾

　

鎌
倉
美
術
家
協
会
（
峯
尾

直
明
理
事
長
・
会
員
約
２
百

直
明
理
事
長
・
会
員
約
２
百

人
）
が
、
鎌
倉
市
と
鎌
倉
市

人
）
が
、
鎌
倉
市
と
鎌
倉
市

文
化
協
会
と
の
共
催
で
行

文
化
協
会
と
の
共
催
で
行

い
、
日
本
画

い
、
日
本
画
3030
点
、
洋
画

点
、
洋
画
8383

点
、
工
芸
（
染
色
・
陶
芸
）

点
、
工
芸
（
染
色
・
陶
芸
）

2929
点
の
合
計

点
の
合
計

１
４
２
点
が

１
４
２
点
が

展
示
さ
れ

展
示
さ
れ

る
。
る
。

　

同
会
は
１

　

同
会
は
１

９
６
４
年
の

９
６
４
年
の

設
立
以
来

設
立
以
来
5050

余
年
に
わ
た

余
年
に
わ
た

り
、
鎌
倉
の

り
、
鎌
倉
の

文
化
の
一
端

文
化
の
一
端

を
担
う
美
術

を
担
う
美
術

団
体
と
し
て

団
体
と
し
て

活
動
を
行

活
動
を
行

い
、
公
募
作

い
、
公
募
作

品
を
含
む
鎌

品
を
含
む
鎌

倉
美
術
展
を

倉
美
術
展
を

開
い
て
い

開
い
て
い

る
。
る
。

　

鎌
倉
市
文
化
協
会
所
属
団

　

鎌
倉
市
文
化
協
会
所
属
団

体
の
活
動
紹
介
の
コ
ー
ナ
ー

体
の
活
動
紹
介
の
コ
ー
ナ
ー

も
あ
る
。

も
あ
る
。

　

入
場
無
料
。
問
い
合
わ
せ

　

入
場
無
料
。
問
い
合
わ
せ

袋
井
方
☎
０
４
６
３
・

袋
井
方
☎
０
４
６
３
・
7272
・

２
７
０
３

２
７
０
３

鎌
倉
美
術
展
（
２
０
１
６
年
）

鎌
倉
美
術
展
（
２
０
１
６
年
）

　

鎌
倉
市
佐
助
の
児
童
養
護

　

鎌
倉
市
佐
助
の
児
童
養
護

施
設
「
鎌
倉
児
童
ホ
ー
ム
」

施
設
「
鎌
倉
児
童
ホ
ー
ム
」

で
1212
月
２
日
、
鎌
倉
菓
子
組

月
２
日
、
鎌
倉
菓
子
組

合
（
浜
野
誠
会
長
・
会
員

合
（
浜
野
誠
会
長
・
会
員
3636

人
）
主
催
の
餅
つ
き
が
行
わ

人
）
主
催
の
餅
つ
き
が
行
わ

れ
た
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。
同
組
合
が
１

。
同
組
合
が
１

９
７
５
年
か
ら
開
催
し
て
い

９
７
５
年
か
ら
開
催
し
て
い

る
催
し
で

る
催
し
で
4343
回
目
。

回
目
。

　

も
ち
米

　

も
ち
米
4040
㌔
が
用
意
さ

㌔
が
用
意
さ

れ
、
蒸
し
あ
が
っ
た
米
を
臼

れ
、
蒸
し
あ
が
っ
た
米
を
臼

に
移
す
と
子
ど
も
た
ち
が
組

に
移
す
と
子
ど
も
た
ち
が
組

合
員
と
と
も
に
代
わ
る
代
わ

合
員
と
と
も
に
代
わ
る
代
わ

る
餅
を
つ
い
た
。
つ
き
あ
が

る
餅
を
つ
い
た
。
つ
き
あ
が

っ
た
餅
は
、
醤
油
、
納
豆
、

っ
た
餅
は
、
醤
油
、
納
豆
、

き
な
粉
、
餡
な
ど
が
ま
ぶ
さ

き
な
粉
、
餡
な
ど
が
ま
ぶ
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
満
面
の

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
満
面
の

笑
み
で
餅
を
ほ
お
ば
っ
た
。

笑
み
で
餅
を
ほ
お
ば
っ
た
。

イ
チ
ゴ
大
福
や
お
供
え
、
の

イ
チ
ゴ
大
福
や
お
供
え
、
の

し
餅
も
で
き
、
秦
晴
彦
施
設

し
餅
も
で
き
、
秦
晴
彦
施
設

長
は
「
お
か
げ
さ
ま
で
今
年

長
は
「
お
か
げ
さ
ま
で
今
年

も
よ
い
年
越
し
が
で
き
る
」

も
よ
い
年
越
し
が
で
き
る
」

と
話
し
て
い
た
。

と
話
し
て
い
た
。

　

同
施
設
に
は
３
歳
か
ら
高

　

同
施
設
に
は
３
歳
か
ら
高

校
生
ま
で

校
生
ま
で
6969
人
が
入
居
し
て

人
が
入
居
し
て

い
る
。

い
る
。

　

鎌
倉
駅
東
口
の
駅
前
広
場

　

鎌
倉
駅
東
口
の
駅
前
広
場

で
昨
年

で
昨
年
1212
月
１
日
、
鎌
倉
駅

月
１
日
、
鎌
倉
駅

東
口
街
路
樹
愛
護
会
（
高
柳

東
口
街
路
樹
愛
護
会
（
高
柳

英
麿
代
表
）
の
ク
リ
ー
ン
運

英
麿
代
表
）
の
ク
リ
ー
ン
運

動
が
行
わ
れ
、
鎌
倉
駅
職

動
が
行
わ
れ
、
鎌
倉
駅
職

員
、
周
辺
の
金
融
機
関
、
商

員
、
周
辺
の
金
融
機
関
、
商

店
の
従
業
員
や
同
会
会
員
ら

店
の
従
業
員
や
同
会
会
員
ら

約
4040
人
が
参
加
し
た

人
が
参
加
し
た
＝
写
真

＝
写
真

上
。
年
末
年
始
に
市
民
や
鎌

。
年
末
年
始
に
市
民
や
鎌

倉
を
訪
れ
る
観
光
客
な
ど
に

倉
を
訪
れ
る
観
光
客
な
ど
に

気
持
ち
よ
く
す
ご
し
て
も
ら

気
持
ち
よ
く
す
ご
し
て
も
ら

お
う
と
毎
年
こ
の
時
期
に
行

お
う
と
毎
年
こ
の
時
期
に
行

わ
れ
て
い
る
。

わ
れ
て
い
る
。

　

1414
日
に
は
か
ま
く
ら
桜
の

日
に
は
か
ま
く
ら
桜
の

会
（
高
柳
英
麿
代
表
）
が
、

会
（
高
柳
英
麿
代
表
）
が
、

は
町
の
潤
い
と
緑
の
帯
を
増

は
町
の
潤
い
と
緑
の
帯
を
増

や
す
た
め
、
鎌
倉
の
若
宮
大

や
す
た
め
、
鎌
倉
の
若
宮
大

路
を
中
心
と
し
た
植
樹
や
花

路
を
中
心
と
し
た
植
樹
や
花

の
植
栽
を
す
る
活
動
を

の
植
栽
を
す
る
活
動
を
4040
年

以
上
続
け
て
い
る
。

以
上
続
け
て
い
る
。

　

高
柳
会
長
は
「
初
詣
や
観

　

高
柳
会
長
は
「
初
詣
や
観

光
で
に
ぎ
わ
う
街
の
彩
り
に

光
で
に
ぎ
わ
う
街
の
彩
り
に

な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し

な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し

て
い
た
。

て
い
た
。

神
奈
川
県
の
協
力
の

神
奈
川
県
の
協
力
の

も
と
若
宮
大
路
周
辺

も
と
若
宮
大
路
周
辺

の
花
壇
に
パ
ン
ジ
ー

の
花
壇
に
パ
ン
ジ
ー

１
３
０
０
株
を
植
え

１
３
０
０
株
を
植
え

た
＝
写
真
下

＝
写
真
下
。
同
会

。
同
会

年
末
の
清
掃
と
花
植
え

年
末
の
清
掃
と
花
植
え

鎌
倉
駅
前
や
通
り
で
市
民
団
体

鎌
倉
駅
前
や
通
り
で
市
民
団
体

　

中
小
企
業
の
福
利
厚

　

中
小
企
業
の
福
利
厚

生
を
支
援
す
る
「
湘
南

生
を
支
援
す
る
「
湘
南

勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
」
（
愛
称
・

セ
ン
タ
ー
」
（
愛
称
・

し
お
か
ぜ
湘
南
）
が
、

し
お
か
ぜ
湘
南
）
が
、

３
月
３
月
2020
日
ま
で

日
ま
で
冬
の
キ

冬
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

を
実
施
し

て
い
る
。
新
規
加
入
の
事
業

て
い
る
。
新
規
加
入
の
事
業

所
に
２
カ
月
間
会
費
無
料
の

所
に
２
カ
月
間
会
費
無
料
の

特
典
が
あ
り
、
紹
介
者
に
も

特
典
が
あ
り
、
紹
介
者
に
も

商
品
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

商
品
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
。
る
。

　

加
入
条
件
は
、
鎌
倉
・
藤

　

加
入
条
件
は
、
鎌
倉
・
藤

沢
・
茅
ヶ
崎
市
内
に
あ
る
、

沢
・
茅
ヶ
崎
市
内
に
あ
る
、

従
業
員
３
百
人
以
下
の
中
小

従
業
員
３
百
人
以
下
の
中
小

企
業
の
事
業
主
と
従
業
員
。

企
業
の
事
業
主
と
従
業
員
。

一
人
月
額
５
百
円
で
慶
弔
給

一
人
月
額
５
百
円
で
慶
弔
給

付
金
、
人
間
ド
ッ
ク
や
宿
泊

付
金
、
人
間
ド
ッ
ク
や
宿
泊

旅
行
の
補
助
、
レ
ク
リ
エ
ー

旅
行
の
補
助
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
映
画
チ
ケ
ッ
ト
や

シ
ョ
ン
、
映
画
チ
ケ
ッ
ト
や

有
名
ホ
テ
ル
食
事
券
等
の
あ

有
名
ホ
テ
ル
食
事
券
等
の
あ

っ
せ
ん
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
で

っ
せ
ん
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
で

の
割
引
利
用
な
ど
、
大
企
業

の
割
引
利
用
な
ど
、
大
企
業

並
み
の
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス

並
み
の
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
。

を
受
け
ら
れ
る
。

　

隔
月
に
発
行
さ
れ
る
会
報

　

隔
月
に
発
行
さ
れ
る
会
報

に
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
講

に
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
講

座
、
優
待
券
な
ど
の
情
報
が

座
、
優
待
券
な
ど
の
情
報
が

満
載
！　

会
員
さ
ん
か
ら

満
載
！　

会
員
さ
ん
か
ら

「
会
費
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を

「
会
費
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
て
お
得
で
す
」
と

受
け
ら
れ
て
お
得
で
す
」
と

評
判
が
高
い
。

評
判
が
高
い
。

　

現
在
、
加
入
企
業
数
は
約

　

現
在
、
加
入
企
業
数
は
約

２
千
百
社
、
会
員
１
万
１
千

２
千
百
社
、
会
員
１
万
１
千

６
百
人
。
詳
細
は
お
問
い
合

６
百
人
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
を
！　

同
事
務
局
☎
０

わ
せ
を
！　

同
事
務
局
☎
０

４
６
６
・

４
６
６
・
5050
・
３
９
０
０

・
３
９
０
０

　

戸
井
田
工
務
店
企
画
の
連

　

戸
井
田
工
務
店
企
画
の
連

続
セ
ミ
ナ
ー
。

続
セ
ミ
ナ
ー
。

　

１
月
開
催
の
第
３
部
で

　

１
月
開
催
の
第
３
部
で

は
、
Ｆ
Ｐ
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

は
、
Ｆ
Ｐ
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）
を
招

ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）
を
招

き
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
や
お
金

き
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
や
お
金

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解

説
す
る
。
２
月
の
第
４
部
で

説
す
る
。
２
月
の
第
４
部
で

【
第
３
部
】１
月

【
第
３
部
】１
月
2020
日
（
土
）

日
（
土
）

【
第
４
部
】２
月

【
第
４
部
】２
月
1717
日
（
土
）

日
（
土
）

　

と
も
に
午
前

　

と
も
に
午
前
1010
時
〜
鎌
倉

時
〜
鎌
倉

商
工
会
議
所
会
館
（
御
成

商
工
会
議
所
会
館
（
御
成

町
）
。

町
）
。

　

参
加
無
料
・
要
事
前
申
込

　

参
加
無
料
・
要
事
前
申
込

（
先
着

（
先
着
1515
人
）
。

人
）
。

　

申
込
・
問
合
せ　

戸
井

　

申
込
・
問
合
せ　

戸
井

田
工
務
店　

鎌
倉
市
大
町

田
工
務
店　

鎌
倉
市
大
町

５
―
５
―
９
☎
０
４
６
７

５
―
５
―
９
☎
０
４
６
７

・
2424
・
７
７
７
７
、

・
７
７
７
７
、
℻  ℻  
2424

・
７
０
０
５
、
メ
ー
ル

・
７
０
０
５
、
メ
ー
ル

in
fo
@
k
am
ak
u
ra-sta

in
fo
@
k
am
ak
u
ra-sta

ndard.com
ndard.com

は
税
理
士
が
相
続
・
税
金

は
税
理
士
が
相
続
・
税
金

に
関
す
る
お
得
な
情
報
を

に
関
す
る
お
得
な
情
報
を

お
伝
え
す
る
。

お
伝
え
す
る
。

　

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
を

　

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
を

問
わ
ず
家
づ
く
り
に
お
い

問
わ
ず
家
づ
く
り
に
お
い

て
避
け
る
こ
と
の
で
き
な

て
避
け
る
こ
と
の
で
き
な

い
お
金
の
話
。

い
お
金
の
話
。

　

ほ
ん
の
少
し
知
識
を
増

　

ほ
ん
の
少
し
知
識
を
増

や
す
だ
け
で
、
家
づ
く
り

や
す
だ
け
で
、
家
づ
く
り

が
大
き
く
変
わ
る
の
で
お

が
大
き
く
変
わ
る
の
で
お

聴
き
逃
し
な
く
！

聴
き
逃
し
な
く
！

充
実
し
た
福
利
厚
生「
し
お
か
ぜ
湘
南
」

充
実
し
た
福
利
厚
生「
し
お
か
ぜ
湘
南
」

冬
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

冬
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

い
ま
が
加
入
の
チ
ャ
ン
ス
！

い
ま
が
加
入
の
チ
ャ
ン
ス
！

《
連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
６
回
》

《
連
続
セ
ミ
ナ
ー
第
６
回
》

第
３
部

第
３
部 

永
く
住
み
続
け
る
た
め
の
夢
の
マ
イ
ホ
ー
ム
実
現

永
く
住
み
続
け
る
た
め
の
夢
の
マ
イ
ホ
ー
ム
実
現

セ
ミ
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー

　

〜
家
づ
く
り
は
幸
せ
づ
く
り
、
幸
せ
な
人
生
を
楽
し
む

　

〜
家
づ
く
り
は
幸
せ
づ
く
り
、
幸
せ
な
人
生
を
楽
し
む

た
め
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
〜

た
め
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
〜

第
４
部

第
４
部 

5050
代
か
ら
の〝
お
金
〞と〝
リ
フ
ォ
ー
ム
〞、〝
家
づ
く

代
か
ら
の〝
お
金
〞と〝
リ
フ
ォ
ー
ム
〞、〝
家
づ
く

り
〞勉
強
会

り
〞勉
強
会

　

〜
知
っ
て
得
す
る
３
つ
の
税
対
策
〜

　

〜
知
っ
て
得
す
る
３
つ
の
税
対
策
〜

快
適
な
暮
ら
し
を
手
に
入
れ
る
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ

快
適
な
暮
ら
し
を
手
に
入
れ
る
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ

鎌倉で
「木」と
暮らす

鎌
倉
美
術
家
協
会
新
春
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

鎌
倉
美
術
家
協
会
新
春
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

絵
画
・
工
芸
の
秀
作
一
堂
に

絵
画
・
工
芸
の
秀
作
一
堂
に

つきたてはおいしいねつきたてはおいしいね
鎌倉菓子組合が児童施設で餅つき鎌倉菓子組合が児童施設で餅つき

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも
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FAX 0467（23）1205
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設
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地
球
が
温
暖
化
し
て
い
る
と

　

地
球
が
温
暖
化
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
こ

言
わ
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
こ

こ
１
〜
２
週
間
本
当
に
寒
い
日

こ
１
〜
２
週
間
本
当
に
寒
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
。
エ
ア
コ
ン

が
続
い
て
い
ま
す
。
エ
ア
コ
ン

で
空
気
を
暖
め
る
部
分
暖
房
に

で
空
気
を
暖
め
る
部
分
暖
房
に

慣
れ
て
し
ま
っ
て
、手
先
や
足

慣
れ
て
し
ま
っ
て
、手
先
や
足

が
冷
え
て
し
ま
い
体
の
不
調
を

が
冷
え
て
し
ま
い
体
の
不
調
を

訴
え
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

訴
え
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

昔
な
が
ら
の
炬
燵
や
火
鉢

　

昔
な
が
ら
の
炬
燵
や
火
鉢

を
使
う
家
庭
が
減
っ
て
い
ま
す

を
使
う
家
庭
が
減
っ
て
い
ま
す

が
、本
当
は
体
に
一
番
良
い
よ

が
、本
当
は
体
に
一
番
良
い
よ

う
で
す
。し
か
し
今
の
生
活
に

う
で
す
。し
か
し
今
の
生
活
に

は
な
か
な
か
馴
染
め
ず
現
実
的

は
な
か
な
か
馴
染
め
ず
現
実
的

で
は
な
い
よ
う
で
す
。

で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　

床
暖
房
の
考
え
方
が
普
及
し

　

床
暖
房
の
考
え
方
が
普
及
し

始
め
居
間
に
取
り
入
れ
ら
れ
広

始
め
居
間
に
取
り
入
れ
ら
れ
広

ま
り
ま
し
た
が
、
廊
下
・
洗
面

ま
り
ま
し
た
が
、
廊
下
・
洗
面

・
風
呂
・
ト
イ
レ
等
は
置
き
去

・
風
呂
・
ト
イ
レ
等
は
置
き
去

り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
の
中

り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
の
中

で
一
番
温
め
た
い
所
な
の
に
何

で
一
番
温
め
た
い
所
な
の
に
何

の
暖
房
も
さ
れ
て
居
ま
せ
ん
。

の
暖
房
も
さ
れ
て
居
ま
せ
ん
。

家
庭
内
事
故
の
多
く
は
こ
こ
で

家
庭
内
事
故
の
多
く
は
こ
こ
で

起
き
て
お
り
、
冬
の
風
呂
の
心

起
き
て
お
り
、
冬
の
風
呂
の
心

筋
梗
塞
が
一
番
多
く
発
生
し
て

筋
梗
塞
が
一
番
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
冬
の
居
間
の
温
度
は

い
ま
す
。
冬
の
居
間
の
温
度
は

2525
度
位
に
温
め
ら
れ
て
お
り
、

度
位
に
温
め
ら
れ
て
お
り
、

風
呂
場
の
温
度
は
７
〜
８
度
、

風
呂
場
の
温
度
は
７
〜
８
度
、

温
度
差
が

温
度
差
が
1818
度
く
ら
い
あ
り
ま

度
く
ら
い
あ
り
ま

す
。
裸
に
な
っ
て
こ
の
温
度
差

す
。
裸
に
な
っ
て
こ
の
温
度
差

が
命
取
り
に
な
る
の
で
す
。
日

が
命
取
り
に
な
る
の
で
す
。
日

本
よ
り
寒
い
韓
国
は
オ
ン
ド
ル

本
よ
り
寒
い
韓
国
は
オ
ン
ド
ル

で
、
北
の
大
地
の
北
海
道
は
家

で
、
北
の
大
地
の
北
海
道
は
家

全
体
を
暖
房
し
て
い
ま
す
。

全
体
を
暖
房
し
て
い
ま
す
。

　

蓄
熱
式
床
暖
房
は

　

蓄
熱
式
床
暖
房
は
2424
時
間
全

時
間
全

室
暖
房
で
、
太
陽
熱
の
利
用
が

室
暖
房
で
、
太
陽
熱
の
利
用
が

で
き
ま
す
。
灯
油
や
ガ
ス
の
併

で
き
ま
す
。
灯
油
や
ガ
ス
の
併

用
で
天
候
に
関
係
な
く
快
適
に

用
で
天
候
に
関
係
な
く
快
適
に

暮
ら
せ
ま
す
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

暮
ら
せ
ま
す
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
は
殆
ど
掛
り
ま
せ
ん
。

ス
ト
は
殆
ど
掛
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
か
ら
は
家
の
中
に
居
て

　

今
年
か
ら
は
家
の
中
に
居
て

命
の
危
険
か
ら
解
放
さ
れ
る
家

命
の
危
険
か
ら
解
放
さ
れ
る
家

で
暮
ら
し
ま
せ
ん
か
。

で
暮
ら
し
ま
せ
ん
か
。

終
の
棲
み
家
を
考
え
る

終
の
棲
み
家
を
考
え
る

家
庭
内
事
故

家
庭
内
事
故
NONO
１

45

２０１８年（平成３０年）１月１日 第466号 1部　108円 （８）


